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１．派遣日程・訪問先

　派遣期間は 2012年 8月 11日〜 10月 28日までの 80

日間であり、ヨルダン・ハシミテ王国南部、マアン県

に所在するショウバックを基点として、周辺地域の分

布調査を実施した。本調査は金沢大学とフセイン・ビ

ン・タラール大学による合同調査である。以下では今

季調査成果の概略を報告する。

２．調査の概要

　ショウバック北地域考古学プロジェクト（Shawbak 

North Archaeological Project: SNAP）（団長：藤井純夫

金沢大学教授）は、死海地溝帯沿いの丘陵地帯を調査

対象地として、同地域の文化史全般を明らかにする目

的で、金沢大学と現地のフセイン・ビン・タラール

大学により 2010年以来共同で実施されてきた。本プ

ロジェクトの実施期間は 2010〜 2017年の 7年間であ

り、考古学踏査を行うフェーズ 1（2010〜 2012年）と、

考古学踏査により確認・登録された遺跡の発掘調査を

行うフェーズ 2（2013〜 2017年）から成る。したがっ

て、本年はフェーズ 1の最終年度にあたる。

　これまで、予備調査を含めて 4シーズンの分布調

査が行われてきた。予備調査は 2009年夏季に実施さ

れ、旧石器時代の石器散布地、先土器新石器時代 B

期（PPNB）の逗留地、積石塚群、そしておそらく主

にナバテア時代に利用されたであろう集落址等が確認

され、当該地域が文化的・歴史的にある程度の厚みを

有していたことが再確認された。続く第 1次調査（2010

年夏季）は第 1地区北半に焦点を絞り、少なからぬ

数のナバテア時代の痕跡が記録されている（Fujii et al. 

2011）。第 2次調査（2011年夏季）は対象地域西端崖

面上（第 4・7地区）に沿って実施され、結果として

既知の 3地点を含む 16地点の登録に至った（Fujii et 

al. 2013; 藤井他 2013）。第 3次調査（2012年春季）で

は西半部（第 2・4・6地区）を主な対象とし、計 81

地点を遺跡として確認・登録した。今季調査では、南

部（第 5・7地区）及び東部（第 1・3地区）を対象と

して、新たに計 52地点を確認・登録するに至った。

したがって、これまでに総計 149地点が登録・記録さ

れたことになる（註 1）。以下、調査成果について記

述していくが、調査対象地域の概要については、2012

年春季調査報告との重複を避けるため本稿では割愛す

る。

3．夏季調査の成果

　先に述べた通り、今季調査では計 52地点を記録・

登録することができた（図 1、表 1）。以下では、これ

ら遺跡の分布状況を地区別・時期別に見ておきたい。

　まず、地区別分布状況を見ると、第 1・7地区にお

いて最も多くの遺跡が確認され、第 3地区がこれに次
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表１　地区別・種類別登録遺跡数

SNAP12SUM. Area 1 Area 2 Area 3 Area 4 Area 5 Area 6 Area 7 Total

Settlement 0 0 0 0 0 0 2 2
Artifact scatter 0 0 6 0 2 0 2 10
Tumulus 0 0 1 0 1 1 5 8
Structural remain 17 0 4 0 0 1 7 29
Stone alignment 1 0 0 0 0 2 3 6
Others 1 0 0 0 0 0 0 1

Total 19 0 11 0 3 4 19 52
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ぐ。一方で、全地域をほぼ網羅したにも拘らず、第 5

地区では 3遺跡しか認められなかった。したがって、

上記の分布状況は、分布調査の密度・精度を反映して

いるというよりは寧ろ、元来の土地利用のあり方や河

川の下刻作用等の自然的営為に起因すると考えた方が

妥当であろう。

　また、時期別に見ると、一定の傾向が認められる。

今季の分布調査で確認されたのは、終末期旧石器時代、

土器新石器時代、銅石器時代、中・後期青銅器時代、

鉄器時代 I期、ペルシア時代、及び前期イスラーム時

代を除く、前期旧石器時代（アシューリアン）から後

期イスラーム時代（オスマン朝時代）であり、中・後

期旧石器と思しき石器が第 3地区において採集された

点が前回調査成果と異なる。これらのうち、ローマ・

ビザンツ時代が圧倒的に多く認められており、ヘレ

ニズム・ナバテア時代がこれに次ぐ（図 2）。一方で、

前期青銅器時代（以下 EB期）及び鉄器時代 II期は相

対的に目立たず、前回集中的に分布調査を実施した第

図１　遺跡分布図（地域内の淡色ラインは今季調査行程を示す）
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4・6地区に比べてより新しい時代が顕著に認められ

る結果となった。したがって、調査地東側の方が、西

側に比べて新しい時期に利用が活発であった可能性も

否定できないだろう。

　さらに、前回調査成果と併せてみたところ、ローマ・

ビザンツ時代が計 120遺跡と圧倒的に多く認められた

が、鉄器時代 II期も 69遺跡とこれに次いで多く、両

時期をピークとしてその前後の時期に少なからぬ数の

遺跡が認められた（図 3）。

　さらに、遺跡の種類別に見た場合、今季調査結果は

特異な傾向を示していることが判る（表 1）。すなわ

ち、全体に対する石造遺構の割合が高いことを指摘で

きる。これは、前回調査で最も多く確認された遺物散

布地が今回あまり認められなかったことに影響を受け

ているとも考えられるが、石造遺構の確認数が前回を

上回っており、今回調査地区の特徴を多少なりとも示

していると捉えられる。

　以下では、遺跡の種類別（居住地・逗留地、遺物散

布地、石造遺構、石列遺構、及び積石塚）に詳述し、

今季調査対象地区の特徴を見出していく。

３．１．居住地・逗留地（Settlement）

　居住地・逗留地は、僅か 2遺跡しか認められなかっ

た（07018、07020）。これらはいずれも主にローマ・

ビザンツ時代に利用されていたと考えられるが、より

古い鉄器時代 II期に属すると思われる土器も採集さ

れている。

　07018地点は、南へ流れるワディ西岸緩斜面上に位

置し、東西 200 m、南北 100 mの規模を有する（図 4）。

内部には、約 30〜 40 cm大の石灰岩角礫を積み上げ

て造られた円形及び矩形の建造物遺構が密集してお

り、往時には少なからぬ居住が行われていたことは明

らかである。外周付近では、部分的により堅牢な石壁

が認められた。この石壁は、加工された大型石灰岩（高

さ 40 cm、幅 80 cm、厚さ 40 cm程度）を丁寧に積み

上げて構築されており、3段程度まで残存していた（図

5）。遺跡内部では建築遺構の石材崩落が激しく、地表

露出箇所が限られていたためか、採集遺物の点数は少

ない。鉄器時代 II期から後期イスラーム時代までの

遺物がほぼ連続して認められたが、これらのうち最も

多かったのはローマ時代の土器であった。

　07020地点は、07018地点の北東約 2 km、ワディ合

流部分の南岸緩斜面上に位置し、東西 90 m、南北 100 

mの規模を有する（図 6）。07018地区ほどではないが、

遺跡内部には様々な大きさの矩形建造物（一辺 2〜 8 

m）が隣接して見られた。これらは概して、荒く加工

された石灰岩角礫（長さ 20〜 60 cm、幅 20〜 30 cm、

高さ 20〜 30 cm程度）を 1列積み上げて構築されて

おり、場所によっては 3〜 4段が残存していた。また、

07018地区と同様に、外周付近ではより堅牢な造りの

石壁が認められた。この石壁は、下部に大型の加工石

灰岩（長さ 80 cm、幅 60 cm、高さ 50 cm程度）、上部

により小型の加工石灰岩が積まれ、おそらく 2列によ

り構築されていたと思われる（図 7）。現在は南部分

で保存状態が良好で、3段までの石積を認めることが

できた。なお、同地点からは鉄器時代 II期から中期

イスラーム時代までの遺物が採集されたが、ローマ・

ビザンツ時代の土器によりその半数以上が占められて

いる（図 8）。

３．２．遺物散布地（Artifact scatter）

　遺物散布地として、10地点が確認・登録された。

このうち 6地点が第 3地区に集まる一方、第 1地区で

は未確認である。
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図２　時期別登録遺跡数（2012 年夏季調査） 図３　時期別登録遺跡数（総計）
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図４　07018 地点遠景（東から） 図５　07018 地点外周壁（北から）

図６　07020 地点遠景（北から） 図７　07020 地点外周壁（南から）

図８　07020 地点採集土器（ローマ・ビザンツ時代） 図９　03011 地点採集石器

図１０　05004 地点採集土器
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　第 3地区で確認されたいずれの遺物散布地でも、主

に旧石器時代の石器が採集された（03005〜 03007、

03009〜 03011）（図 9）。これらの地点は同地区中央に

南北に連なる尾根上に点在しており、東西下方に流れ

るタルタル川及びブスタン川の下刻作用やカルスト

作用により現在の地形が形成される過程で、偶然残さ

れたものと思われる。上記地点では主に石刃や剝片が

採集されたが、03011地点ではこれに加えて円形のハ

ンド・アックスが見つかっており、前期旧石器時代の

存在が示唆される。

　第 5・7地区では土器散布地が少数確認され（05004、

05006、07014、07026）、いずれにおいてもローマ・ビ

ザンツ時代が卓越している。タルタル川上流南岸に広

がる緩斜面に位置する 05004地区ではとりわけ多くの

遺物が散布しており、その規模は確認できただけで東

西160 m、南北165 m、面積2.3 haに及ぶ。同地点からは、

EB I期あるいは IV期、鉄器時代 II期、ヘレニズム・

ナバテア時代、ローマ・ビザンツ時代、中・後期イス

ラーム時代の土器が採集された（図 10）。

３．３．石造遺構（Structural remain）

　29地点と今季最も多く確認されたのがこの種の遺

構であり、今季の全登録遺跡数の約56%を占めている。

地区別分布状況を見ると、第 1地区で最多の 17地点

が確認され、次いで第 7地区で 7地点が認められた。

これらの遺構は以下の種類に分類される。

1）円形遺構（群）（01007、01013、01015、01019、

01023、03008、03013、07021）

2）矩形遺構（群）（01008、01012、01017、01020、

01022、01025、03012、07024）

3）矩形・円形遺構コンプレックス（01009、01010、

01011、01018、01024、03004、07017、07028、

07029）

4）大型矩形遺構（07025、07027）

5）半円形遺構（01016）

6）その他（06047）

＊下線は 2基以上の遺構が存在する地点

上記を一瞥して判るのは、1）〜 3）がほとんどを占

めているということである。1）及び 2）は概して丘

上や山脚尾根・緩斜面上等の見通しの利く場所に位置

し、5〜 20 m四方・径程度の規模を有する。石壁は、

20〜 40 cm大程度の未加工の玄武岩（01022地点及び

第 3・7地区では石灰岩）を 1列、幅 1 m程に荒く積

み上げて構築されるのが一般的であるが（図 11）、中

には荒く加工された大型石灰岩（長さ 30〜 80 cm、

幅 30〜 50 cm、高さ 20〜 50 cm）を用いているもの

（07024）、そして、荒く加工された玄武岩を 2列に配

置してより堅牢な壁を構築し、内部に同様の間仕切り

壁を規則的に配する遺構（01024）も認められる。多

くの場合、内部は平坦にならされて構造物が一切認め

られず、立地にも依るが、周囲よりも 50 cm程高くなっ

ている。この種類の遺構の多くからは、ヘレニズム時

代からローマ・ビザンツ時代の土器片が主に採集され

た。例外として、01015地点では、前期青銅器時代 I

期あるいは IV期の土器が採集遺物の多くを占めてい

た。

　3）は、複数の石造遺構が連結して 1つの集合体を

形作っている（図 12）。平面形は不定形、その規模は、

全長 30〜 70 m、全幅 20〜 30 m程度と比較的大型で

あり、また、1）及び 2）と同様の立地を占めている。

遺構の構築方法も 1）及び 2）と同じと考えられるが、

03004地点では石灰岩角礫を 2列に配して幅 80 cmの

石壁を、また、07017地点では 03004地点と同様に内

側に小礫（20 cm大）を充填した幅 1.5 mの石壁を構

築しており、他と異なっている。これらの地点からは

ヘレニズムからローマ・ビザンツ時代の土器が多く

採集されているが、01009地点からの採集遺物の大半

は鉄器時代 II期の土器片により占められており（図

13）、また、03004地点では中期イスラーム時代の土

器片が顕著であった。

　上記 3タイプの遺構は、その立地や設備の簡素さに

鑑みて、監視所のような短期逗留型の利用形態が推測

される。なお、第 1地区中央部にはナバテア時代から

ローマ・ビザンツ時代に亘って居住された拠点集落ヒ

ルベト・バッダ（Khirbet Badda）が所在しており、同

地区で多く見られる上記諸遺構がこの集落と何らかの

関係性を有していたと考えることもできるだろう。

　他の種類に比べてかなり大型なことから、4）は元

来有する性格が異なるものと捉える必要があるだろ

う。この種の遺構は 2地点でのみ確認され、いずれも

第 7地区に所在している（図 14）。規模は、07025地

点が 20 m四方、また、07027地点が南北 70 m、東西

60 mとかなり大型であるが、その内部は、前者では

構造物が認められず、後者でも小型の矩形遺構が 2〜

3基認められたのみであった。とはいえ、07027地点

では、大型矩形遺構の南側に矩形遺構群が隣接してお

り、あたかも集落のような様相を呈している。遺構の

外周を成す石壁は幅 1〜 1.5 m程度であり、加工され
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図１１　01019 地点全景（東から） 図１２　01009 地点全景（東から）

図１３　01009 地点採集土器 図１４　07025 地点全景（東から）

図１５　07025 地点外周壁（北から） 図１６　06047 地点全景（南西から）

図１７　06047 地点南側地下遺構（南から） 図１８　06049 地点全景（西から）
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た石灰岩角礫を 2列並べ、その間に小礫を充填するこ

とで構築されている。かなり堅牢な造りの石壁であり、

07025地点の一部では 5段、高さ 2 m以上が現存して

いる（図 15）。これらの地点からは、鉄器時代 II期か

ら後期イスラーム時代の土器片が採集されたが、ロー

マ・ビザンツ時代の土器がその大半を占めていた。

　01016地点では、直径 9 m及び 13 mの半円形遺構 2

基が南北に連なって見つかった。これらの石壁は、20

〜 50 cm大の玄武岩を幅 1〜 1.5 m、高さ 50 cm程度

まで積んで構築されており、2〜 3段残存している箇

所も認められた。遺物はほとんど採集されず、その機

能も不明である。

　06047地点で確認された遺構は、他に比べて複雑で

ある。この遺構は、現在のアブ・マフトゥーブ村（Abu 

Makhtub）の北東端の斜面上に位置しており、ムカラ

イエ村（Al-Muqarieh）に向かう道路の右手に隣接し

ている（図 16）。上部構造として幅 1 m、高さ約 4〜

5 mの石灰岩角礫とモルタルによる壁が残存してお

り、その構造からアーチ天井を有する建造物が存在し

たことが推測される。これに加えて、南側には地表下

に幅 50〜 70 cm程度の半地下通路が斜面下に向かっ

て掘り込まれており、その後西側に回り込んで、石灰

岩角礫で組まれた半地下式小部屋（3 x 3 m）と北に付

属する地下空間（規模不明）に至る。これらの小部屋

へは天井部分をアーチ形に組んだ出入り口が設けられ

ていた（図 17）。周囲からはローマ・ビザンツ時代の

土器が比較的多く採集されたが、総数は多くはない。

この遺構の機能は不明であるが、隣接する村内で類似

した造りの廃屋（上部構造のみ）が認められるので、

集落内住居址である可能性が高い。とはいえ、その構

造が複雑であることから、一般住居ではなかった可能

性も否定できない。なお、発掘トレンチと思しき矩形

の掘り込みが遺構部分に重なるように配置されてお

り、過去に調査が行われたことを示している。

３．４．石列遺構（Stone alignment）

　5地点において確認され、このうち 4地点は南西

の第 6・7地区に位置している。これらは斜面縁辺部

に立地することが多い。構造については、比較的大

型の立石を 1列並べ、その側面を 20〜 40 cm大の石

材や土砂で軽く支えるというのが一般的であったが、

07021地点で確認された石列遺構（全長 20 m、幅 1〜

1.5 m）は大型の石灰岩角礫（長さ 20〜 80 cm、幅 20

〜 30 cm）を平行に配置し、その間に 5〜 20 cm大の

小礫を充填していた。こうした構築方法は、前回調査

で確認されたタイプ 2）、また、今回確認された矩形

遺構外壁とその延長壁（07017）と類似している（山

藤 2013）。

　また、第 6地区の 2基の石列遺構（06048、06049）

は特に顕著である（図 18）。これらはそれぞれ長さ

166 m及び 141 m、幅 1〜 1.5 mを測り、今季確認さ

れた中では最長である。立石列にはやや大きめの板状

石灰岩及びフリント（長さ 30〜 100 cm、厚さ 20〜

30 cm、高さ 20〜 80 cm）が用いられていた。

　こうした遺構の機能はよくわかっていない。また、

周辺からはローマ・ビザンツ時代等の比較的新しい時

期の土器が採集されたものの、総数が少ないため正確

な時期決定も難しい。とはいえ、07021地点の石列遺

構は、先述の大型矩形遺構（07025、07027）の外周壁

と構築方法が同じであることに鑑みて、ローマ・ビザ

ンツ時代に属する可能性が高いと言えるだろう。

３．５．カップマーク（Cupmark）

　第 1地区北部の丘陵頂部で、石灰岩盤に穿たれた掘

り込み遺構（カップマーク）を少数確認できた（01021

地点）。これらは南北 2箇所に集まっており、南に 3

基、北に 5基が少なくとも認められた。いずれも平面

形は円形（直径 20〜 30 cm程度）であり、土砂で大

半が埋まっているものの、断面は逆円錐形と推測され

る。石灰岩盤に掘り込んだ遺構は前回調査でも確認さ

れている（06034）が、01021地点で確認された遺構は

よりシンプルであり、その立地も併せて考えると、ナ

トゥーフ文化期（Natufian: 13,000-9,600 cal. BCE）から

先土器新石器時代 A期（Pre-Pottery Neolithic A: PPNA, 

9,600-8,700 cal. BCE）に属する可能性がある（cf. Eitam 

2009）。なお、周辺からは鉄器時代 II期、ローマ・ビ

ザンツ時代、そして中期イスラーム時代の土器片がご

く少数採集されたのみであった。

３．６．積石塚（Tumulus）

　8地点おいて、積石塚と考えられる遺構を記録した。

地区別に見ると、第 7地区において 5地点が確認され

おり最多である。また、いずれの遺構からも、ヘレニ

ズム時代からローマ・ビザンツ時代の土器片が採集さ

れている。これらは、形態に基づいて以下のタイプに

分類される。

1）円形（03007、05005、07015、07022、07026）

2）楕円形（06050、07016）
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3）方形（07019）

最も顕著なのは、基本形である 1）円形であり、5

地点おいて認められた。直径 5〜 18 m、高さ 1.5〜 2 

m程度を測り、概して 20〜 40 cm大の石灰岩角礫と

土砂により構築されていた。03007地点と 07022地点

を除いて、これらの頂部には盗掘の痕跡が認められ、

その一部では方形石郭が露出していた。これらの石郭

は多くの場合、石灰岩角礫を数段積んで構築されてお

り、2 m四方程度の大きさであった。なお、07022地

点で確認された積石塚は元来円形であったと推測され

るが、耕作地利用の影響で現在不定形を成している。

ここでは頂部ではなく南部分で、上記と同様の造りの

半円形石郭が露出していたことから、ここが元々の頂

部であったと考えられる。

　楕円形の積石塚は 12地点で認められ、いずれの地

点においても複数がまとまっていた。06050地点では、

東側を流れるワディに舌状に張り出したテラス上に、

少なくとも 4基の積石塚とこれに付随する石壁が確認

された。積石塚は長径約 8 mを測り、30〜 50 cm大

の石灰岩角礫を 1.5〜 2 m程度積んで外周を囲い、内

側に 20〜 30 cm大の角礫を充填して構築されていた

（図 19）。石壁は、20〜 50 cm大の石灰岩角礫を 2列

積み重ねているか、1列立石により造られていた。な

お、積石塚頂部に盗掘坑は見られず、石郭構造も認め

られなかった。丘陵頂部平坦面に位置する 07016地点

においても、少なくとも 4基の積石塚様遺構が認めら

れ、概して長径 6〜 12 mを測る。これらもまた、外

周を 30〜 40 cm大の石灰岩角礫で囲い、内側を 10〜

20 cm大の角礫で充填することで構築されているが、

06050地点の遺構に比べて構造が不明瞭であった。な

お、上記のタイプは 06004地点の積石塚に類似してい

る。

　07019地点では方形に組まれた石積み遺構が 1基確

認された（図 20）。おおよそ 10 m四方を測り、加工

されたと思われる石灰岩巨石（長さ 60〜 100 cm、幅

40 cm、高さ 50 cm）を 2段積んで外周を構築し、内

部は土砂と 20 cm大未満の石灰岩角礫で充填されてい

た。なお、外周壁は東側と南側で比較的良好に残存し

ていた。頂部は盗掘を受けていたが、石郭等の構造物

は認められなかった。この遺構については、積石塚か

否かを含め、その機能について再考の余地があるだろ

う。

４．総　括：遺跡分布の特徴

　今季調査では、以下に示す幾つかの顕著な成果を得

ることができた。

1）第 3地区において旧石器時代の石器散布地が確認

されたことが挙げられる。前回調査の際に、04013地

点で前期から後期旧石器時代に属する石器が採集され

ていたが、今季調査で第 3地区中央尾根上に類似する

石器散布地が連なって見つかった意義は大きい。先述

のように、おそらくは浸食・下刻作用の影響を逃れ

て残されたものであろうが、周辺地域と同様に（Mac-

donald et al. 2004, 2010, 2012）、当該地域が旧石器時代

にも利用されていたことを明確に認識することができ

た。

2）多くの矩形・円形遺構（群）を確認することができた。

この種の遺構は、第 1地区に特に集中する傾向が見ら

れた。この地区の遺構は、1）いずれもタルタル川が

貫流する西側の谷に対して見通しの利く場所に位置す

ること、2）遺物の採集点数が総じて少なく、内部に

は生活を窺わせる遺構・痕跡が認められないこと、ま

た 3）ナバテア時代の拠点集落と考えられるヒルベト・

図１９　06050 地点積石塚（東から） 図２０　07019 地点方形石積遺構（北東から）
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バッダが近傍に存在すること等に鑑みて、監視所のよ

うな機能を有していた可能性が考えられる。しかしな

がら、採集土器のうちローマ・ビザンツ時代のものが

際立っており、ヒルベト・バッダと必ずしも同時代で

はない、つまり同集落に付随したものとは限らないと

いうことが示唆される。

3）前回調査時に西側の第 4・6地区で特に多く認めら

れた前期青銅器時代・鉄器時代 II期の痕跡が、東側

の第 1地区においては少数のみ認められた。前期青銅

器時代は、01015及び 01024地点の円形遺構において

顕著に認められた。採集土器片から、時期は EB I期

あるいは IV期と思われる。鉄器時代 II期については、

01009地点の遺構コンプレックスにおいてとりわけ多

数の土器片が採集されており、同遺構の利用時期を表

すものと考えられる。以上から、上記 2時期について

は、東西で遺跡分布の濃淡が明瞭となった。

4）集落址は第 7地区の 2地点のみで確認された。こ

れらはいずれも規模が小さく、ローマ・ビザンツ時代

に主として利用されていたと考えられる。

5）大型矩形遺構が 2地点において確認されたが、こ

れらの遺構の外壁と、前回調査で確認されていた石列

遺構タイプ 2）の構築方法が同じであることが判明し

た。上記矩形遺構は主としてローマ・ビザンツ時代に

利用されたと考えられるため、石列遺構も同時代に建

造された可能性が高い。いずれもその用途については

今後検討が必要である。

　以上の特徴的な成果は、前回までの調査と併せて検

討される必要があり、その意義は周辺地域と比較する

ことでさらに追求されなければならないだろう。

５．今後の展望

　今季までの調査で、対象地域の一部を除いて、ほぼ

全地域を網羅できた。したがって、世界文化遺産ペト

ラ遺跡の後背地を成すという意味で、歴史的に非常に

重要な本地域での考古学的ドキュメンテーションも佳

境を迎えたと捉えることができ、今後当該地域におけ

る考古遺跡の文化資源としての活用に寄与できる体制

が整いつつあるとも言えよう。

　このような状況下で、以下の課題も依然として存在

する。まず、遺跡の時期決定の問題である。採集され

た土器を頼りに登録遺跡の時期を推測しているが、こ

のプロセスをより精緻化する必要がある。調査対象地

域とその周辺では、中・後期青銅器時代や鉄器時代 I

期等の痕跡が著しく欠如しているが、イスラエル側の

資料を参照し、なおかつ土器編年そのもの考証を行う

ことで、その実際の存否を今後検証できる可能性もあ

る。また、本稿ではローマ時代とその後のビザンツ時

代を一括しており、より精確に分析できるようにする

ため、今後両時期が遺物から区別されるようになるこ

とが望ましい。

　さらに、遺跡認定に関する問題もある。時期・機能

が判断しにくい種類の遺構を最終報告において「考古

遺跡」として認定するに当たって、一定の基準が必要

とされるだろう。

　上記のような課題を克服するためにも、これまで蓄

積してきたデータの詳細な分析を今後も引き続き実施

し、当該地域の歴史・文化的意義を適切に見出してい

く予定である。

註

1）第 1次調査については正規の記録が存在しないため、登録

地点総数には加えていない。
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